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Abstract - We have proposed click mechanism CC Switch which objective is improvement of usability in GUI 
(Graphical User Interface), and have reported its concept and structure in the previous HIS (Human Interface 
Symposium). In this paper, we report on a case study of CC Switch implemented display which was employed as 
operational display terminal in a highly sophisticated digital switcher system for broadcasting systems in global 
applications. We have confirmed the usefulness of this system from the operator’s point of view and will evaluate 
the system including its usability. Recent demand in universal design require the further improvement in human 
interface devices, and CC switch is considered as very promising tool in various applications. 
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1. はじめに 

人が装置や機械を操作するための操作表示機器は、

HMI(Human Machine Interface)の最も代表的な機器であ

り、これをインタフェースの側面から分類すると、

GUI(Graphical User Interface)と SUI(Solid User Interface)の
２つに大別できる。[1] 例えば GUI の機器としてはタッ

チスイッチ付液晶ディスプレイがあり、SUI には押しボ

タンスイッチがある。図 1 に示すように GUI と SUI は、

機能性、操作感、信頼性など様々な要素を比較するとそ

れぞれに特徴があり、HMI としてはどちらも必要なイン

タフェースである。この GUI と SUI に関するユーザビリ

ティの追求方法も、SUI 自体の機能性の向上検討や、SUI
と GUI の最適な組合せや配置の検討など、今までにも

色々な観点から検討されている。[2] 

タッチスイッチ付液晶ディスプレイは GUI の特長で

ある自由な表示及び操作レイアウトが可能な、機能性に

優れた HMI 機器である。しかし、例えば指でタッチスイ

ッチに触れるだけで動作してしまうために誤操作が多く、

スイッチとして最も重要な操作した感覚、すなわちクリ

ック感を操作者に与えることができないなど、まだまだ

使い難い点も多くある。[3-4] 

こうした GUI における操作性の向上を目的として、

IDEC は、操作者に対して確実な操作感を与える CC スイ

ッチと呼称するクリック操作機構を、世界で初めて 1996
年に HIS(Human Interface Symposium)で提案した。その後、

CC スイッチのコンセプトと構造、その動作特性や優位

性に関して様々な分析結果を報告し、より操作性を向上

させるための検討を行ない、様々な産業分野での応用展

開を図ってきた。図 2 に示すように CC スイッチの基本

的なコンセプトは、GUI 上に SUI を配置した、SUI on GUI
の構造を有している。実際に CC スイッチを搭載した操

作表示器は様々な制御システムに導入され、使いやすさ

の観点からも有用性が実証されている。[3-11] 

昨今、バリアフリーやユニバーサルデザインというよ

うな老若男女に対して使いやすいインタフェースが望ま

れ、とりわけタッチスイッチ付液晶ディスプレイの操作

性に関して、様々な分野でまだまだ改善を望むニーズが

多い。 

そこで、今回は、CC スイッチの産業分野での適用事

*1: 松下電器産業株式会社 パナソニックシステムソリューシ

ョンズ社 ブロードメディア本部 

*2: IDEC 株式会社 
*1: Matsushita Electric Industrial Company Ltd. Panasonic System 

Solutions Company 
*2: IDEC Corporation 

                           ＨＭＩ操作表示環境における方式

　　     　  　　ＧＵＩ　　　　　　　　                             　　ＳＵＩ
   （Graphical User Interface）　　　                 （Solid User Interface）

・ 広いディスプレイ画面上に図形などを表示し，
   仮想的な部品を操作するＨＭＩの方式。
・ タッチスイッチ付ＬＣＤディスプレイを指でタッチ
   操作するのが代表例。

・ 物理的に作られたスイッチ，ボタンなどの部品
   を操作するＨＭＩの方式。
・ より具体的にはメカニカルＳＵＩとロジカルＳＵＩに
   分類され，機構的なスイッチに加え，ＬＥＤインジ
   ケータなども含まれる。

タッチスイッチ
 180 ＯＮ

押ボタンスイッチ，ＬＥＤ表示灯 ｅｔｃ．
ディスプレイ

図１ GUI と SUI の定義と違い 
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例の中から、マルチメディア化の最先端を進む放送局用

操作表示端末として導入された事例を具体的に取り上げ

て報告する。まず、CC スイッチの基本的なコンセプト

や、放送システム、操作表示端末としてのデジタルスイ

ッチャー全体の概要を説明した後、従来の操作環境との

比較により、CC スイッチの搭載で実現可能となった操

作性におけるユーザビリティの重要性に言及することで、

SUI on GUI が機能性と操作感を融合し、操作性を向上さ

せることを実証する。 

2. HMI操作表示環境におけるGUIとSUIの特徴と役割 

一般的に、HMI 操作表示環境はディスプレイ、LED
表示灯、押しボタンスイッチ等でパネルが構成され、操

作者は、機器の状況をディスプレイ上に表示された情報

やLED表示灯にON/OFF表示された情報等により認識し、

スイッチを押すことにより装置を操作し、GUI と SUI を
混在して使用する場合がほとんどである。[1-2] 

2.1 GUI と SUI の定義と違い 

ここでは HMI 操作表示環境における構成要素として

のディスプレイ、押しボタンスイッチについてその特徴

と役割について、図 1 に示した GUI 及び SUI と呼称する

分類において説明する。[1-2] 

図1で示したようにGUIとは例えば液晶ディスプレイ

の表示画面に描いた仮想的な部品をタッチスイッチによ

り操作する HMI の方式である。それに対して SUI とは

人の意志を機械に伝える押しボタンスイッチ、セレクタ

スイッチや、機械の状態を人に知らせる LED 表示灯など、

機構的・物理的部品によって構成される HMI の方式であ

ると定義されている。[1-2] 

2.2 GUI と SUI の比較 

HMI 操作表示環境における人に対する“使いやすさ”

に結びつく機能としては設定・操作・表示の 3 点が重要

であり、“設定のしやすさ”、“操作のしやすさ”、“表示

の見やすさ”について GUI と SUI の特徴をまとめる。 
設定のしやすさについては液晶画面上に仮想的な部

品を配置し、数字・文字等の設定テーブルを構成できる

GUI が優れていると考えられる。画面を階層化し、必要

に応じた画面を呼び出すことで多くの機能を持たせるこ

とができる。しかしながら操作感の面から人間工学的な

観点で考えると、タッチスイッチへの入力操作は操作に

対する感触が全く得られず、誤って触れただけでも動作

してしまう誤操作が多くあり、人に対する操作のしやす

さがあまり配慮されていない。 
一方、SUI の操作性においては、押しボタンスイッチ

の動作特性から今までにも十分な分析結果が報告されて

いるように、操作ストロークと操作荷重のフィードバッ

ク感から確実な操作と安心感を得ることができる。また、

操作ストロークを持つため“なぞり操作”や、“手探りで

の操作”を可能とするものである。[4] 

“表示の見やすさ”に関しては、SUI は単一の LED 表

示灯により状態認識がしやすいという特長があり、GUI
はシステム的な状態認識がしやすいという特長もあり、

使用する場面に応じて表示の見やすさで大差はない。 
従って、現状としての GUI はメッセージやグラフィッ

クの表示性能に優れ、階層化された画面とタッチスイッ

チの組み合わせで設定機能において優位性がある。それ

に対し SUI はそのメカニカルな機構により操作感のフィ

ードバックを得ることができ、確実性・安心性の観点か

ら操作のしやすさに優れ、LED の ON/OFF を認識するだ

けでよいという視認性が良いことも特長である。 
以上の観点から HMI 操作表示環境においては、GUI

と SUI は相互に特長を生かしながら共存することが、人

間工学的な使いやすさの観点から重要であると考えられ

る。 

3. CC スイッチの構造と特長 

CC スイッチの特長は、グラフィカルに多彩な表示がで

きるタッチスイッチ付液晶ディスプレイに、従来の押し

ボタンスイッチのもつ操作感となぞり押し可能なことに

よる、確実性や安心感などの人に対する優しさを融合させ

たことである。[3-11] 

CCスイッチの構造を図 3 に示す。各々の透明なボタン

の両側をT字断面の筐体の枠で挟み、片側をヒンジ構造に

し、反対側のボタン先端部に磁石を取付けている。スイ

ッチを操作しない時には、磁石が磁性体の枠に吸着して

ボタンが浮いている。指でボタンを押し込み、あるレベ

ルまで力を加えると磁石が磁性体から離れ、ボタンが下

の抵抗膜式のタッチスイッチを押し、スイッチがONとな

る構造である。ここで指を離すと、磁石と磁性体間の吸

引力により、ボタンは最初のOFF状態に復帰する。以上

から、ある操作荷重を加えて磁石が離れるまではONしな

いため、なぞり押しが可能で誤操作の防止につながるこ

とがわかる。また磁石が離れる時の操作荷重の減少がク

リック感として、指を通してフィードバックされ、確実
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Fig. 2  Concept of CC Switch 



に操作できたことが実感できるため、クラシックな押し

ボタン同様の安心感がうまれ、人に対する優しさにつな

がる。CCスイッチの最大の特長はタッチスイッチにはな

い、ストローク感とクリック感が得られることである。 
図 4 にタッチスイッチ、CC スイッチ、及び押しボタ

ンスイッチの動作特性を示す。横軸は操作ストロークを

示し、縦軸は押込みの操作荷重を示している。タッチス

イッチではストロークがほぼゼロで、かつ極めて軽い操

作荷重でスイッチがオンされる。これに対し、CC スイ

ッチでは押しボタンスイッチと同様に、その操作にスト

ロークと操作荷重があり、その動作特性においてクリッ

ク感をもたらす極大値と極小値を持っている。 
この CC スイッチを搭載した液晶ディスプレイは、

1996 年に具体的に開発されて以来、ユーザビリティの改

善のため、実際に色々な分野で利用されている。[3-11] 最

も多いのは、ロボットや機械装置を操作するための制御

パネルや、モバイル型の操作ペンダントであり、

FA(Factory Automation)のように、誤操作が産業事故発生

に直結する分野での、実ニーズに基づく応用が多い。[7-10] 

ユーザーからは、操作感に関して、クリック感が良い、

確実な操作感が得られる、操作が判りやすい、スイッチ

感覚で使用できる、動作音が良いなどの意見を頂き、肯

定的な評価がほとんどであった。これらは、従来の押し

ボタンスイッチと同様に、CC スイッチにおいても使用

されるアプリケーションにより、最適な操作感がユーザ

ビリティにおいて必要なためと考えられる。 

4. 放送用デジタルスイッチャーへの導入 

4.1 デジタルスイッチャーシステムの概要 

放送局のデジタルスイッチャーシステムの概略系統図

を図 5 に、実際のシステム例の写真を図 6 に示す。 
デジタルスイッチャーとは放送局において番組を制作

するために用いる映像処理装置であり、本体に入力され

たカメラや VTR、文字装置などの映像素材を加工処理し

て出力して放送する。運用上は映像モニター棚の入力素

材画像を見ながら、場面や演出に応じて適切な素材を操

作パネルのボタンで選択し、またレバーでミックスやワ

イプなどの素材間の乗り換えや文字の多重を行う。 

放送のデジタル化、マルチユース化が急速に進む中、

放送番組制作設備の中核をなすデジタルスイッチャーの

映像素材数や要求される効果も増大し、高機能化と生放

送での迅速かつミスのない確実な操作性との両立の要求

が高まっている。 
松下電器では長年にわたり放送局向けにスイッチャー

を提供し操作性の面でも高い評価を戴いてきたが、新モ

デルの開発にあたり、要求される操作性及び従来の課題

図４ 各種の操作スイッチ動作特性 
Fig.4  Operation characteristics of various type of switches.

図３ CC スイッチ構造図 
Fig.3  Structure of CC switch. 
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図６ 放送局のスイッチャーシステム例 
Fig.6  Example of broadcasting station of switcher system
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Fig.5  Outline system of digital switcher system. 
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の再確認とユーザーインターフェースの見直しを行った。 
4.2 スイッチャー操作パネルに要求される操作性 

従来のモデルの操作パネルを図 7 に示し、スイッチャ

ーの操作性の特徴について説明する。バラエティ番組や

スポーツ中継等の生放送では番組や試合の進行に合わせ

て臨機応変な映像切替えや効果の付加が要求される。従

って放送中に新規の効果を作成する余裕はなく、放送前

に仕込んだ効果を呼び出すことが多い。このような運用

形態により操作パネルは主に①～③の 3 つの部分に区分

される。①の素材選択部分は素材が割り付けられたボタ

ンが配置され、左手で映像選択を行う。映像モニター棚

の素材を見ながらブラインド操作を行うため SUI で構成

される。③の詳細設定部分は映像効果の詳細な調整や確

認を行うため、大画面のメニューパネルを中心に GUI と
SUI で構成される。②のプリセット部分は①、③で設定

した効果をボタンに割り付けて、放送中に右手の 1 アク

ションで呼び出すための仕込み部分である。これら①～

③の仕込み中の操作頻度は高い順に③＞②＞①であるが、

放送中の操作頻度と重要性は高い順に①＞②＞③となり

逆転する。ここで重要なのは、③で仕込んだプリセット

内容を②でいかに間違いなく簡単に呼び出せるかである。 

4.3 ワイプパターン選択部の特徴 

②のプリセット部分の代表例として特徴的なワイプパ

ターン選択部について説明する。ワイプとは、ある素材

から別の素材に星や丸などのパターンでふき取るような

効果であるが、このワイプのパターンを判りやすく選択

可能にするため、初期のモデル(1987 年)では図 8 に示す

筒状のボタン上部にパターンを彫刻した着脱式のカート

リッジを用いていた。このカートリッジは数十種類のパ

ターン分用意され、5 つの場所にはめ込んでおき、押し

て選択する。カートリッジを回転させることで映像も回

転でき、判りやすいと好評を得た。 

しかし、その後のデジタル映像効果の進化によるパタ

ーンの増加やカートリッジの着脱交換の手間から、第二

世代(1992 年)以降から従来モデルまでは図 9 に示すモノ

クロ液晶付ボタンを採用していた。ボタン上に液晶を配

置した GUI on SUI の構成であり、表示をソフトウェアで

変更可能なため自由度が格段に増したが、視野角が狭く

操作者の視線での視認性が大きな課題であった。また星

や丸などの二次元のワイプ効果は★や●で図示できたが、

三次元の特殊効果は低解像度のモノクロ単階調の液晶で

は図示が困難なため、例えば波紋(Ripple)効果は「RIPP」
などと文字で略字表示せざるを得なかった。 

一方、詳細設定を行うメニューパネルも新モデルの開

発にあたっては表現力と操作性の向上や時代のトレンド

に合わせるためにタッチスイッチ付カラー液晶ディスプ

レイを導入することになったが、メニューパネルからパ

ターンをプリセット部分に割り付ける連携操作上、ワイ

プパターン選択部もカラー化が求められた。よって、SUI
のクリック感やストロークによる確実な操作感と、GUI
の優れた表示性能の両方を持ち合わせる CC スイッチの

導入を検討することとした。 

4.4 CC スイッチの導入 

CC スイッチをスイッチャーの操作パネルに導入する

には以下の条件があった。 

【スイッチャーへの導入条件】 
a) 水平操作面の奥に配置しても手前から見えること 

b) プリセット部分の縦 12cm×横 8cm に収まること 

c) 確実なクリック感とダブルクリック操作の両立 

d) 従来の液晶付ボタンと同程度のコスト 
条件aは液晶の視野角以外にも、CCスイッチが液晶デ

ィスプレイの上にタッチスイッチと透明ボタンを配置す

るSUI on GUI構造であるため、液晶表示面がボタン表面

から落ち込み、真正面以外から見ると筐体の枠で画面が

隠れて手前や両端が見切れてしまう。実際に試作評価時

にもユーザーから指摘を受けた。そこで、CCスイッチが

配置されるプリセット部分は操作パネル右側に固定配置

図９ 従来のワイプパターン選択部 
Fig.9  Past wipe pattern selection part. 

操作者視線での視認性

(ページパターン表示時)

図８ 初期のワイプパターン選択部 
Fig.8  First wipe pattern selection part. 
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される(よって操作者の視線は左手前からに限定される)
ことに着目し、視認性については車載用の高輝度な液晶

を選定し、かつ視野角を左向きに優位となるように液晶

の向きを変更することで解決し、見切れについてはパタ

ーン表示を視線の反対側の右上寄りに移動し、かつパネ

ル面も奥側にいくほど操作者向きに傾斜させることで解

決した。 

条件 bは標準の 6型液晶 24ボタンタイプでは大きすぎ

るため、前述の車載用高輝度 3.8 型液晶の採用と、半分

の 12 ボタンタイプの新規開発で解決した。 
条件 c は操作荷重 1.4N、2.1N、2.8N の 3 種類を試作し

てユーザー評価を重ね、2.1N を採用した。これは誤操作

防止と意図した操作の軽快さとの中立点であるが、CC
スイッチが磁力により操作荷重を得る構造であり、磁性

体の枠の幅で容易に操作荷重を調整可能なことが寄与し

た。 

条件 d はショットメモリなどの他のプリセット部分の

ボタン機能をメニュー化して兼用することで全体のボタ

ン数を削減して相殺した。これにより、副次的にショッ

トメモリ機能以外でも GUI を活かして選択状態を図示

表示できるようになり、操作性も向上させることができ

た。 

CCスイッチを用いたワイプパターン選択部を図 10に、

プリセット部分の写真を図 11 に、プリセット部分の従来

モデルからの変化を図 12 に示す。 

4.5 CC スイッチの導入による利点 

前述のとおり、CC スイッチの導入目的は主にワイプ

パターンの表示性能の向上であったが、その結果を表 1
に示す。複雑な映像効果を視覚的なイメージで表現でき、

直感的な選択や確認が可能になった。 

また、当初はコストとスペース削減のためにワイプパ

ターン選択部とショットメモリ部との集約のみを想定し

ていたが、SUI と GUI を併せ持つ CC スイッチは SUI が
条件であるプリセット部分に GUI によるアプリケーシ

ョンの自由度をもたらし、想定以上の多彩な機能と操作

を提供可能にした。例えば、図 13 に示す効果設定の状態

を一覧表示するステータス表示、ワイプパターンの画面

上の位置変更をジョイスティックなしで可能にしたワイ

プポジション設定、簡単なパネルの操作上の設定を行う

セットアップ機能などである。そのため、この部位名称

をマルチセレクト部とした。 
これらは従来モデルでは詳細設定部分のメニューパネ

ルやジョイスティックのみで可能であった機能である。 

操作者視線での視認性

(ページパターン表示時)

図１０ CC スイッチを用いたワイプパターン選択部
Fig.10  Wipe pattern selection part with CC switch. 

図１１ CC スイッチを配置したプリセット部分
Fig.11  Priset part where CC switch was arranged. 

図１２ CC スイッチによるプリセット部分の変化
Fig.12  Change in Priset part with CC switch. 
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図１３ CC スイッチが可能にした追加機能 
Fig.13  Additional function that CC switch enabled it.

これにより詳細設定部分なしで必要最小限の詳細設

定が可能となり、スイッチャーを別の場所で同時に操作

する場合に使用するリモート操作パネルにおいて、メニ

ューパネルなどの詳細設定部分を持たないコンパクトか

つ安価なパネルを実現した。(図 14 参照) 
4.6 ユーザーの評価 

CCスイッチを導入するにあたって、いくつかのユーザ

ー放送局に従来の液晶付ボタン、タッチスイッチ、CCス
イッチの 3 つをデモしたところ、CCスイッチは圧倒的な

支持を得た。確実な操作感が必要なのにあえてタッチス

イッチもデモに加えたのは、タッチスイッチ付カラー液

晶ディスプレイの高品位なGUIと液晶付ボタンの低品位

なGUI on SUIのどちらをユーザーが優先するかを調べる

ためであったが、タッチスイッチ付カラー液晶ディスプ

レイは押し並べて不評であったため、CCスイッチのSUI
としての利点が改めて確認された。試作後も前述のよう

にクリック荷重やGUI表示、機能面でのヒアリングを重

ねたため、製品化時には従来モデル以上の評価を得ると

確信することができた。 

このような CC スイッチの導入を含めた商品力の向上

に取り組んだ新モデルのスイッチャーAV-HS5300は既に

従来モデルの 3 倍以上を納入し、ユーザーからも「使い

やすい」、「安心感がある」、「親しみやすい」と御好評を

頂いている。特に商品の顔となる操作パネルにおいてCC
スイッチがカラーの GUI を搭載可能な点は、他社モデル

との「見える違い」となりインパクトを与えている。 

このインパクトは海外でも共通の反応であり、これま

で当社のスイッチャーは国内のみが対象であったが、展

示会等で海外の放送局様からの引き合いもあるため、海

外展開を視野に入れて更なる商品力の強化を進めている。 

5. まとめ 

今回、タッチスイッチ付液晶ディスプレイを用いた操

作表示機のユーザビリティを改善する目的で開発された

CC スイッチに関して、デジタルスイッチャーについて

の応用事例を考察し、すでに実際の放送装置システムと

して、多くの特徴を有していることを考察した。 

現在、バリアフリーやユニバーサルデザインというよ

うな高齢者や視覚障害者に対しても使いやすい、新しい

ヒューマンインタフェースを社会に提供していく必要が

ある。 

今後、様々な操作性を有する CC スイッチの進化や、

アプリケーションの展開を図り、社会に貢献していくよ

うに、研究開発を推進していく所存である。 
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図１４ リモート操作パネル 
Fig.14  Remote operation panel. 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


